
取扱説明書 

デジカジプラス 

安全上のご注意 

本装置は精密機器です。配線や接続金具を破損・切断すると作業の継続が不可能となる恐れがあります。 
装置の性能を十分にご利用いただくためには、本マニュアルを熟読し、十分理解したうえでご使用下さい。 

使用上のご注意 

   警告: 操作スイッチの誤操作は、載荷物の転倒等の大事故に繋がる恐れがあります。 

十分に注意して操作を行ってください。 

仕様 
 

計測 

アナログ入力 センサー8 台接続可能 4-20mA 

分解能 15bit 

接続センサー 電流出力 2 線式、電流出力 3 線式 

制御 

制御点数(デジタル出力) 制御対応電動ポンプユニット 4 点 

遠隔操作 上昇操作、下降操作 

制御モード モード A、B、C 

  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

本体 

全長、全幅、全高 224、235、247［mm］ 

保護構造 IP65 相当 

重量 約 4500g 

電源 AC100V(50/60Hz) 

操作スイッチ 

全長、全幅、全高 90、130、65［mm］ 

保護構造 IP65 相当 

重量 約 360g 

接続方法 

メイン画面 

使用チャンネルが 

1～のみの場合 

ポンプ 

ユニットに 

接続 

M12ケーブル T 型分岐 

本体 
使用 

チャンネル 

操作スイッチ 

未使用 

実測値を 0 にする 

センサー初期値の取得 

①0 セットボタンを押すと、ボタンの表示が緑表示に変わり、0 セット 

状態に移行し、選択状況ランプが 0 セットボタンに変わります。 

②各チャンネルの 0 セットボタンを押すと、実測値が 0 となります。 

③0 セットボタンを押して、通常状態に戻ります。 

実測値を任意の値に変更する 

①0 セットボタンを押すと、ボタンが緑表示に変わり、0 セット状態に 

移行し、選択状況ランプが 0 セットボタンに変わります。 

②各チャンネルの実測値を押すと、テンキーが表示されます。 

③値を入力します。 

④ENT を押すと値が決定され、テンキーが閉じます。 

  ※CANCEL で元の値に戻り、テンキーが閉じます。 

選択状況ランプ メッセージ表示 

実測値表示 

偏差値表示 

割合表示 

目標値表示 

圧力値表示 

0 セットボタン 

設定画面移行 

ボタン 

制御切替ボタン 

降下切替ボタン モード有効ボタン 

モード切替ボタン 
C モード割合変更 

ボタン 

2017.11 

センサーに 

接続 



 

 

センサー設定                        管理値設定 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

手順        ジャッキ操作          制御切替             降下切替 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定画面 

操作手順 

制御モードについて 

センサー・ 

ジャッキ選択 

チャンネル番号 

センサー状態 表示単位選択 

変位小数点ボタン 

全設定反映ボタン 

メイン画面移行ボタン 

設定画面移行ボタン 

目標値 上限下限値 電流値 

全設定反映 

ボタン 

設定画面移行 

ボタン 偏差設定 

チャンネル番号 

センサー・ 

ジャッキ情報 

電源・センサー・ 

ポンプユニットへ接続 

センサー・ジャッキ情報を 

設定 

計測値、ポンプユニットの 

動作確認 

運転開始 

①操作スイッチの選択ボタンで、ジャッキを 

選択します。 

選択チャンネルは、緑色に点灯します。 

（メイン画面の選択状況ランプが選択中の表 

示に変わります。） 

②動作レバーでジャッキを動かします。 

 動作中のジャッキは、選択状況ランプが動 

作中の表示に変わります。 

 

制御操作を行わずに、計測機能のみ使用する場 

合は、mode A，max,min 停止：OFF 設定にて 

使用してください。 

 

mode B、mode C 選択時、制御対象センサー 

を 1～4 チャンネル、又は、5～8 チャンネルか 

を切替えることができます。 

制御切替ボタンを押すと制御対象センサーが切 

替わります。 

カンバラ降下時は、1.5kW 電動ポンプユニット 

の切替レバーを戻し側に倒してください。 

操作スイッチの動作レバーを戻にし、ジャッ 

キを収縮して、降下作業を行う場合の動作を 

選択します。 

 

圧抜き降下：ポンプユニットの圧抜き機能を 

 使用して、降下作業を行います。 

カンバラ降下：ポンプユニットのカウンター

バランス弁を使用して降下作 

業を行います。 

モード A：限界値停止制御 
・計測値が、設定した値を上回る(下回 

る)と、動作が停止します。 

・ジャッキ荷重やストロークに制限 

がある場合に使用します。 

・max min 停止：OFF、ON ボタン 

にて、停止機能の有効・無効を選択 

できます。 

動作概要 

ジャッキ伸張：[押動作] 

①操作スイッチにて、4 台ジャッキを選択。 

②動作レバーを押にして、ジャッキ伸張動作。 

③1～8 チャンネルの内、1 チャンネルでも上

限を上回った場合、全てのジャッキ動作が停止

します。上限を上回ったチャンネルに、 

max ランプが点灯します。 

ジャッキ収縮：[戻動作] 

①操作スイッチにて、4 台ジャッキを選択。 

②動作レバーを戻にして、ジャッキ収縮動作。 

③1～8 チャンネルの内、1 チャンネルでも下限を 

下回った場合、全てのジャッキ動作が停止します。 

下限を下回ったチャンネルに、 

min ランプが点灯します。 

モード B：偏差修正モード 

・複数の計測値の偏差が、設定した 

値を上回る(下回る)と、対象のジ 

ャッキ動作が停止します。 

・複数のジャッキ使用時に、荷重、 

又はストロークに偏差を発生させ 

たくない場合に使用します。 

・偏差修正停止:OFF、ON ボタン 

にて、修正制御機能の有効・無効 

を選択できます。 

ジャッキ伸張：[押動作] 

①操作スイッチにて、4 台ジャッキを選択。 

②動作レバーを押にして、ジャッキ伸張動作。 

③伸張変位の一番遅れているジャッキ(図で 

は、4 チャンネルジャッキ)を偏差基準と 

して、偏差を算出。 

④伸張動作中、修正偏差を上回ったジャッキ 

(図では、2 チャンネルジャッキ)は、伸張 

動作を停止。 

⑤偏差が修正停止を下回ると、伸張動作を再 

開。 

動作概要 

ジャッキ収縮：[戻動作] 

①操作スイッチにて、4 台ジャッキを選択。 

②動作レバーを戻にして、ジャッキ収縮動作。 

③収縮変位の一番遅れているジャッキ(図で 

は、4 チャンネルジャッキ)を偏差基準と 

して、偏差を算出。 

④収縮動作中、修正偏差を下回ったジャッキ 

(図では、2 チャンネルジャッキ)は、収縮 

動作を停止。 

⑤偏差が修正停止を上回ると、収縮動作を再 

開。 

停止偏差 
ジャッキ伸張 

修正偏差 
修正停止 
偏差基準 

伸張 停止 伸張 伸張 伸張 伸張 伸張 伸張 

収縮 停止 収縮 収縮 

修正偏差 
修正停止 
偏差基準 

ジャッキ収縮 

停止偏差 

収縮 収縮 収縮 収縮 

モード C：目標値停止制御 

・計測値が、設定した目標値を上回る 

(下回る)と、動作を停止します。 

・ジャッキ荷重、又はストロークを段 

階的に導入する場合に使用します。 

動作概要 

ジャッキ伸張：[押動作] 

①メイン画面、目標値変更ボタンにて目標値 

 を変更。 

②動作スイッチにて、4 台ジャッキを選択。 

③動作レバーを押にして、ジャッキ伸張動作。 

④目標値に達したジャッキは動作を停止。 

 (他のジャッキは、伸張動作継続。) 

⑤全ジャッキ目標値に達し、動作を停止。 

ジャッキ収縮：[戻動作] 

①メイン画面、目標値変更ボタンにて目標値 

 を変更。 

②動作スイッチにて、4 台ジャッキを選択。 

③動作レバーを戻にして、ジャッキ収縮動作。 

④目標値に達したジャッキは動作を停止。 

 (他のジャッキは、収縮動作継続。) 

⑤全ジャッキ目標値に達し、動作を停止。 

伸張 停止 伸張 伸張 停止 停止 停止 停止 

目標値 

ジャッキ伸張 

収縮 停止 収縮 収縮 停止 停止 停止 停止 

目標値 

ジャッキ収縮 

通信状況表示 


